
図１　ゴムガスケット＋PCケーブルタイプ継手
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１．背景１．背景１．背景１．背景

　軟弱地盤上に建設される沈埋トンネルは，不同

沈下や地震動にともなう変形を吸収するため，接

合部分や函体内部に可撓性継手を設置することが

多い．従来方式としては，接合部分に設置する「ゴ

ムガスケット＋PCケーブル」タイプの継手（図１）

や函体内部に設けるベローズ継手等がある１）．

函体間で大きな不同沈下が発生する場合，従来

方式では函体の発生断面力の増大や，継手部分の

止水性能の低下が懸念される．ここでは，大変形

に対応し止水性能に優れるゴム製の函体内蔵型継

手としてクラウンシール式継手を提案する．

２．新型内蔵継手２．新型内蔵継手２．新型内蔵継手２．新型内蔵継手（クラウンシール式継手）の概要（クラウンシール式継手）の概要（クラウンシール式継手）の概要（クラウンシール式継手）の概要

新型可撓性継手（クラウンシール式継手）の概要

を図２に示す．この継手の特徴を以下に記す．

(1) セルフサポート機能

目地部分を跨ぐ止水ゴムの剛性を高めることに

より，ゴム自体の剛性で自立し，地震時や不等

沈下の際，目地に脱落しない構造とする．(図３)

(2) セルフシール機能

ゴムと函体の接触部分にノーズ部を設け，外水

圧を利用した止水を行う．締着部の止水とノー

ズ部の止水で二重の止水機能を有し，止水に対

する信頼性を高めている．（図４）
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図３　セルフサポート機能
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図２　クラウンシール式継手
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供試体 L=1.0m

(3)函体に発生する断面力の低減

継手部分は周辺地盤のせん断抵抗はあるものの微少であるため，実質的にヒンジ構造となる．したがって

地震時に函体に発生する断面力を従来継手と比べて大幅に低減することができる．図５に沈埋トンネル延長

800m 部分の函体間継手を全て新型継手にした場合の断面力（軸引張力）計算の一例を示す．計算結果はレ

ベル２地震動を対象に有限要素法による動的応答計算より得られたものである．

３．追随性確認試験３．追随性確認試験３．追随性確認試験３．追随性確認試験（二次元）（二次元）（二次元）（二次元）

継手変位に対し，クラウンシールゴムの追随状況を確認するため，以下の実験を実施した．実験ではゴム

チューブにより水圧に模した圧力をかけ，遊間部分を二方向に変化させてクラウンシールゴムの挙動を調べ

た．実験概要を図６に，試験装置を写真１に示す．供試体は延長 1.0m でゴムの直線部を二次元的にモデル

化した．試験結果より，軸方向変位，せん断変位に対しゴムが中立を保ちながら追随することが確認できた．

追随状況を図７，写真２に示す．

４．おわりに４．おわりに４．おわりに４．おわりに

本実験では，沈埋函の新型継手であるクラウンシール式継手の直線部分の挙動を概ね確認することができ，

不等沈下等の大変形に対応できることを確認した．また，試計算より本継手はほぼヒンジ構造として設計上

の取り扱いができることが明らかになった．今後，本継手の実用化にあたってはコーナー部分の挙動および

止水性を確認するために，環状の実物大供試体を用いた三次元実験を実施することが望ましい．
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写真１　試験装置および供試体

図５　地震応答解析結果

図６　実験概要

ゴムチューブによる加圧

遊間：30mm～110mm

せん断：0mm～30mm

図７　追随状況（上；軸方向変位　下；せん断変位）写真２　追随状況（上；軸方向変位　下；せん断変位）
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